
患者さんの医療への参加に関するアンケート調査結果

はじめに
当院では、医療の質と安全な医療は、患者さんと医療者が一緒になって、作っていくものと考えています。そのためには、患者さんと

医療者の間で、お互いに考えていることや感じていることを共有し、理解を深めながら医療を進めていく「患者参加型医療」が大切だと
考え、取り組みを進めてきました。この度、患者さんや市民の皆様にとって、ご自身が医療に参加することをどれくらい重要と考えてい
るか、また、ご自身の医療にどれくらい参加しているかをお伺いしました。

Q.受診の時に医療者に質問したり、自分の考えや気持ちを
伝えたりすることはありますか？ （前回は２０２１年度に調査)

常にある
41％

(前回より11%増)

ときどきある
52％

(前回より8%減)

あまりない
6％

(前回より3%減)

全くない
1％

(前回と同じ)

Q.具体的にどんなことを質問しますか？

Q.受診の時、どんなことが重要と感じていますか？

Q.どんなかたちで医療に参加したいですか？
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調査方法
 実施期間 ：2023年8月1日～8月31日
 回答方法 ：紙面(院内) または Googleフォーム
 周知方法 ：院内掲示、ホームページ、SNSで周知
 回答者 ：213名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病状や病名等の詳細

治療方針の希望や選択

薬の必要性や増減

検査や処置の必要性や結果

日常生活（食事や運動など）の注意点の確認や不安に感じること

治療中や治療後の仕事や家族の心配

治療費等経済的な問題

いつも ときどき どちらともいえない あまりない 全くない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師の技量が高い

最新の設備や清潔感のある環境

事務職員の対応が親切である

看護師の対応が親切である

医療者に対してどのようなことでも聞きやすい

治療や日常生活についての不安を医療者が十分聞いてくれる

治療や検査について納得するまで医療者は説明してくれる

不安なときに医療者から声をかけてくれる

患者が医療に参加できるような取り組みがある
非常に重要 重要 どちらともいえない あまり重要でない 全く重要でない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分のカルテを見て病気や治療の内容を理解する

自分の治療に関して，利点や欠点について医療者と話し合う

自分の治療方針を医療者とともに決定する

自分でできる治療 （薬の自己管理やリハビリなど）に取り組む

病気や問題を持った患者・仲間を支援する

医療政策や研究に関する調査に協力する

患者の立場で病院の運営する会議に参加する

医療に関する研究組織・学会などの委員会やセミナーに参加する

とても強く思う そう思う どちらともいえない あまり思わない 全く思わない

Q.あなたはどのくらい医療に参加していると思いますか？
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分のカルテを見て病気や治療の内容を理解する

自分の治療に関して，利点や欠点について医療者と話し合う

自分の治療方針を医療者とともに決定する

自分でできる治療 （薬の自己管理やリハビリなど）に取り組む

病気や問題を持った患者・仲間を支援する

医療政策や研究に関する調査に協力する

患者の立場で病院の運営する会議に参加する

医療に関する研究組織・学会などの委員会やセミナーに参加する
はい いいえ どちらでもない



まとめ
 患者参加型医療に関する調査では、患者として質問したり、考えや気持ちを伝えているという回答が全体の93%でした。受診時は看護

師の親切な対応や医療者へ質問のし易さが重要だと感じているという結果でした。また、ご自身が薬の自己管理や治療方針の決定な
ど医療に参加しているという回答が約60%である中、「自分のカルテを見て病気や治療を理解している」という回答は約40%でした。

 カルテ共有制度に関する調査では、この制度に対する前向きな回答が多く、自分のカルテを見たいという回答も同様に多い結果でした。
検査結果などはカルテで見たことがあるとの回答が多い一方で、診療録や看護記録などは見たことがないという回答は6割以上あり、
閲覧項目によってカルテを見るなど経験の有無に違いがあるという結果でした。

 今回の調査によりご自身に関連した医療に参加していると思っている患者さんは多い一方で、カルテに触れる機会は少ないことが分か
りました。患者参加型医療の推進において、医療者は、分かりやすく説明する、患者さんが質問しやすく、希望を伝えやすいような雰囲
気を心掛ける、患者さんにご自身のカルテを見ていただく機会を持つ、などを心がける必要があると考えます。

Q.カルテ共有制度を利用する場合、どのような項目を見たいですか？

Q.実際に自分のカルテを見たことがありますか？

Q.実際に自分の診療録等のコピーを、当院から依頼しなくても渡されたことがありますか？

患者参加の一つに、自分の診療記録（カルテ）を見て、ご自身の病状や治療の経過を確認しながら治療をすすめる「カルテ共有制度」
があげられます。当院では、原則18歳以上の患者さん本人であれば、入院期間中に、自分のカルテに記載された内容や、血液検査や、
CT・レントゲン検査などの結果を見ることができます。その後、疑問点などを担当医に聞いたりすることで、自分の病気や治療に対する
理解が深まり、自分の治療方針を医療者と一緒に、話し合いながら、決めていくことに繋がると考えています。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分のカルテを見ることに興味がある（あった）

自分のカルテを見ることに不安がある（あった）

カルテ共有制度は、病気や治療の理解を深めるのに役立つ

カルテ共有制度は、医療者と病気や治療の対話を深めるのに役立つ

カルテ共有制度は、治療方針を医療者と一緒に決めることに役立つ

カルテ共有制度は、病院の診療の質を向上させる

カルテ共有制度は、病院の医療安全を向上させる

カルテ共有制度を利用したい
とても強く思う そう思う どちらともいえない あまり思わない 全く思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師が記載する日々の診療録

看護師が記載する日々の看護記録

血液検査結果

レントゲン・CT・MRIなどの画像検査記録

病理検査結果

医療機関宛ての紹介状の内容

初診時記録や入院中の病歴要約、看護要約

診察中等に医療者と一緒に見たことがある カルテ共有制度などを利用して自分で見たことがある 左記のどちらもある 見たことがない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師が記載する日々の診療録

看護師が記載する日々の看護記録

血液検査結果

レントゲン・CT・MRIなどの画像検査記録

病理検査結果

医療機関宛ての紹介状の内容

初診時記録や入院中の病歴要約、看護要約

はい いいえ どちらでもない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師が記載する日々の診療録のコピー

看護師が記載する日々の看護記録のコピー

血液検査結果のコピー

レントゲン・CT・MRIなどの画像検査結果

病理検査結果のコピー

医療機関宛ての紹介状のコピー

初診時記録や入院中の病歴要約、看護要約のコピー

ある ない

Q.カルテ共有制度について、どのように思っていますか？
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